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ユニークな定量的データを与えるため､これまで､CERN PSや BNLAGSにおける (K~,7tL)反応およ








導入､(2)散乱電子測定に対 し独創的な…傾斜法'を採用 して､克服 し､ 28人Al, 】2AB,7人Heハイパー核の
質量スペクトルを画期的精度と質で測定することに成功した実験研究に関わるものである｡ハイパー核収
集率を10倍近く改善するとともに12人B基底状態に対 して500keV (FⅦ M)以下の質量分解能を実現 し､
sd殻Aハイパー核であるに28人Al二位あるまでの広い質量領域のラムダ-イパー核に対 して (ら,e'K+)反応
分光を成功させた｡特に､(e,e■K+)反応が陽子をA粒子に転換する特徴を生かして､陽子ターゲットによ
るA粒子､∑粒子の質量スペクトルとの比較を行い､モンテカルロシミュレーションデータの解析を通じ
て質量絶対値に対する系統誤差を徹底的に評価 し､高い信頼度を持ったハイパー核質量を決定 したことは
特筆される｡
2番̂Alについては､(方+,K')反応によって測定されている28̂ siのスペクトルと比較 して､その基底状
態束縛エネルギーが 1MeV深いこと､Sとp殻問のレベル間隔が広いことを示し､A-28体系のAハイパー
核構造の最近の理論計算と比較 した｡また､はじめて7人Heハイパー核の質量スペクトルを観測して基底
状態の質量および反応断面積を決定し､原子核乾板を用いて実験的に決定されている他のA-7体系､T-
1ハイパー核 7∧Liおよび7人Beの質量を最近行われた精密な理論計算と比較 した｡AN相互作用ポテンシャ
ルにおける荷電対称性の破れに関する研究の新たなページを切り開いた特筆される業績である｡
審査論文は著者が本研究において主導的役割を果たすことによって完成 したものであり､本人が自立 し
て研究を行うための優れた学識,研究能力を示している｡したがって､松村彰彦提出の論文は､博士 (理
学)の学位論文として合格と認める｡
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